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輝くべっぷの将来展望は明るい

   第４回目を迎えました小学生と中学生の議員による「べ

っぷ子ども市議会」は、次世代を担う子どもたちによる

「ふるさと別府」への鋭い考察と未来に大きく夢広がる提

言と宣言により、実り多き「べっぷ子ども市議会」となり

ました。

   特に今回は、あらゆる視点から「資源」の可能性につい

て議論を深めることができるとともに、別府の持つ「豊か

な財産」についても再認識し、文化として育て守り続ける

必要があると痛感いたしました。

   私たちは、夢と希望に満ちあふれる「ＯＮＳＥＮツーリ

ズム」のまちづくりを推進することにより、次世代につな

がる「輝くべっぷ」を創造してまいります。

   第４回「べっぷ子ども市議会」の開会にご尽力いただき

ました先生方、保護者の皆様、そして関係者の皆様に心か

ら感謝を申し上げますとともに、「べっぷ子ども市議会」

の益々の発展をご期待いたします。

　第４回「べっぷ子ども市議会」の開会に当たりまして、

ご協力いただいた先生方、PＴＡの皆様、そして、市子連

の皆様、大変ありがとうございます。

　今回の子ども市議会を通じて、私どもも色々なことを学

ばせていただきました。そして、この純真な子どもたちに

たくましく夢をかなえる力を、備えていただきたいと心か

ら熱望するものであります。１年先、１０年先、あるいは

３０年先の別府の未来を思い描いていただきたいと思いま

す。

　夢を持つということから明るい未来は開けてくれると思

いますし、そのために私ども大人は夢をかなえられる社会

をつくっていかなければならないと、心を新たにしている

ところでございます。

　どうか今後とも、子どもたちの幸せな環境づくりのため、

なお一層のご協力を賜りますよう、お願い申し上げます。
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支える議員連盟 会長

首藤 正

　第４回「べっぷ子ども市議会」における子どもたちの発言内容や議場での態
度を見ますと、多面的なものの見方や豊かな感性が育っていることを随所に感
じることができ、将来の別府を担う子どもたちとして、本当にたのもしく思い
ました。ご指導いただいた関係者の方々に心より感謝いたします。
　また、今回の「子ども宣言」は、別府を観光の町として強く認識し、別府が
誇る豊かな資源と伝統を守り、観光客に喜ばれる町にするために、自分たちの
できることをしっかり努力していくという、すばらしいものでした。このこと
を我々大人が率先して実行し、子どもたちにつなげていくことが大切であると
痛感しました。
　教育委員会といたしましても、子どもたちの願いが生かされるよう、今後も
努力してまいります。

   本年も「べっぷ子ども市議会」が多くの成果を上げ終了しましたことを心よ
りお喜び申し上げます。
   第４回「べっぷ子ども市議会」で特に関心を持ったのは次の３点です。
１つはゴミ問題などの環境について、
２つ目は温泉や自然を生かした観光について、
３つ目は学校生活や子どもの福祉に対する教育についての質問や提言であった
と思います。
　これら「環境」「観光」「教育」といった子ども議員がとらえた『３K』と
もいえる問題提起については議会、執行部とも真摯に受け止めこれからの別府
の町作りに生かして頂きたいと考えています。
　最後にご協力を頂きました皆様に厚くお礼を申し上げますとともに子ども議
員の皆様が今回の貴重な体験を生かし活躍されることを期待しています。

　「べっぷ子ども市議会」開催にあたり、ご尽力してくださった方々に感謝申
し上げます。
　各小中学校の代表者が議員になり模擬市議会を経験する。このような機会は
めったになく、自分達が育っている別府に興味を持ちそのことが別府を大切に
することに繋がっていくと思います。
   また、子ども達が質問、提言したことのほとんどのことが実現されているこ
とを聞き、とても感謝を致しております。子ども達の目、心はとても素直に現
実を見つめています。私達大人がハッとするようなこともズバリと指摘します。
その中に未来に繋がる何かが隠れているかもしれません。私達ＰＴＡは子ども
達のため一生懸命にがんばっていきますので、みなさまにおかれましてもこの
ような場を絶やさず小さな声に耳を傾け聞き逃さぬよう別府の未来を築く子ど
も達のためよろしくお願い致します。

　第４回「べっぷ子ども市議会」いかがでしたでしょうか。子どもたちのたく
ましさや社会力に、今回もまた感心いたしました。
　やがて来るこの子どもたちの未来を、子どもたち自身のしっかりした目線で、
より良い未来にするために私どもができることは、この社会の中で、今、私た
ちが行っていることを実践的に教えていくことだと思います。そのための、子
ども市議会であることを願っております。
　今後とも、この活動を継続しながら、別府の子どもたちの成長を見守り続け
ていく所存でありますので、先生方、ＰＴＡの皆様、そして市子連の皆様、な
お一層の温かいご支援をお願いいたします。



「未来に夢広がる街別府」 

子ども宣言 
 
 僕たちは今日、この子ども市議会で大切なふるさと別府について真剣に考え

ました。 

日本でも有数の豊富な温泉、海山に囲まれた自然の恵み、伝統工芸の竹細工

など別府市が誇れるたくさんの財産を大切にしたいと思いました。そして、別

府市民の一人ひとりがこの街を大切に思い、大好きな自分の街として、誇りを

もち、日本国内はもちろん海外からもお越しいただく観光客の皆様を笑顔で迎

え、温かいおもてなしを心がけていきたいと思います。そして、ここに以下の

ことを約束して実行していくことを誓います。 

 

  １ 美しい町をつくるために、まずは自分の学校から日頃のそうじを

一生懸命して、地域の環境美化に役立っていきます。 

 

２  別府が日本有数の温泉地であり続けられるように資源をムダ使い

せず、温泉を大切にしていきます。 

 

３  別府にお越しいただくお客様にあいさつができる学校、歌声が響

く学校を目指し、おもてなしをしていきます。 

 

以上、宣言いたします。 
 

平成１８年８月１日 
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